
死刑廃止のための大道寺幸子・
赤堀政夫基金について
　生前、多くの死刑囚や獄中者に面会し、励まし、

「生きて償う」ことを共に模索し、死刑囚の母とし
て、社会、国際機関、メディアに対して、日本の
死刑制度の実態、死刑囚処遇、死刑囚の人権につ
いて語り続けてきた大道寺幸子さんが 2004 年 5 月
に亡くなりました。「死刑制度をなくしたい」「死刑
囚の人権は保障されなければならない」という幸
子さんの遺志を生かすため、遺された預金を元に、
基金が創設され、死刑囚の再審請求等への補助金、
死刑囚の表現展の開催と優秀作品の顕彰のために
使われてきました。
　当初の予定だった 10 年間が過ぎましたが、冤罪
事件の元死刑囚赤堀政夫さんからも資金提供の申
し出があり、2015 年からは「大道寺幸子・赤堀政
夫基金」として再出発しています。
　「死刑囚の表現展」へ応募された文芸作品は何冊
も出版され、絵画作品は全国各地の展示会で紹介
され注目を集めてきました。海外でも 2022 年１月
から 12 月末までパリのアル・サンピエールで展示
され多くの人に見ていただきました。
　私たちは毎年「響かせあおう死刑廃止の声」の集
会で、その年の応募作品の講評や展示が行なって
きましたが、スペースの関係で全点展示は出来ま
せん。多くの人に見ていただきたいとの思いから、
2025 年度の全応募絵画作品を文京区民センターで
12 月 26 日から３日間、展示します。ぜひ、ご来場
ください。

表現展選考委員＝小田原のどか／香山リカ
／川村湊／北川フラム／栗原康／
五所純子／太田昌国
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